
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3003 

令和５年度 工業科 

 

教科 工業 科目 機械工作応用 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「機械工作１」 （実教出版） 「機械工作２」 （実教出版） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

この科目は、ものづくりを機械材料の加工や工作に必要な資質・能力を育成することを主眼として

います。工業技術の進展により多様化する工業製品の製造に対応するために、機械材料の加工性や

工作法や、生産管理システムなど、工業生産において重要な多くの知識を学びます。  

 

 

 

２ 学習の到達目標 

（1） 機械工作について機械材料の加工性や工作法を踏まえて理解するとともに，関連する技術を

身に付ける。 

（2） 機械工作に関する課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応

し解決する力を得る。 

（3） 工業生産における適切な機械材料の加工や工作する力の向上を目指して自ら学び，情報技術

や環境技術を活用した製造に主体的かつ協働的に取り組むことができるようにする 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・機械工作に関する学習を

通して基礎的な知識と技術

を理解し，工業の発展と調

和のとれたありかたや現代

社会における工業の意義や

役割を理解している。また，

その成果として，ものづく

りでのいろいろな場面で問

題解決を試みることができ

るように相互に関連させて

理解している。 

 

 

  

・機械工作に関する諸問題の

解決をめざして自ら思考を深

め，基礎的基本的な知識と技

術を活用して適切に判断し，

創意工夫する能力を身に付け

ている。また，その成果を適

切に表現することができる。 

 

・身近な製品に関心を払うな

どして，機械工作に関する基

礎的な知識と技術に関心を持

ち，その習得に向けて意欲的

に取り組むとともに実際に活

用しようとする創造的実践的

な態度を身に付けている。 

 

 

 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

一
学
期 

第
５
章
塑
性
加
工 

1．塑性加工の分類 

2．素材の加工 

3．プレス加工 

4．鍛 造 

5．その他の塑性加工 

6．型を用いた成形法 

a： さまざまな塑性加工を一次加工

と二次加工に分類できる。 

b： 塑性加工の概要について，レポ

ートにまとめたり，説明することが

できる。 

c： 塑性加工に関心を持ち，意欲的

に学習に取り組もうとしている。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

授業課題 

提出ノート 

授業課題 

授業観察 

第
６
章 

切
削
加
工 

1. 切削による加工  

2. フライスによる加工  

3. 穴あけ・その他の切削加工  

4. 切削工具  

5. 切削加工の効率化  

 

a： 切削加工の概要について理解

している。  

b： 切削加工の概要について，レポ

ートにまとめたり，説明することが

できる。 

c： 切削加工の原理や特徴に関心

を持ち，意欲的に学習に取り

組もうとしている。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

授業課題 

提出ノート 

授業課題

授業観察 

二
学
期 

第
７
章 

研
磨
加
工 

1. 砥粒加工の分類 

2. 研 削 

3. 砥石車 

4. いろいろな研削・研磨 

5. 遊離砥粒による加工 

a：  砥粒加工における研削と研磨

の違いを分類でき、砥粒加工

で可能な表面粗さの範囲を理

解し，ほかの機械加工との違い

を理解している。  

b： 砥粒加工について，レポートに

まとめたり，説明することができ

る。 

c： 砥粒加工に関心を持ち，砥粒加

工の種類と特徴を理解しようと意

欲的に学習に取り組むことがで

きる。  

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

授業課題 

提出ノート 

授業課題 

授業観察 

第
８
章 

特
殊
加
工
と
三
次
元
造
形
技
術 

1. 特殊加工 

2. 熱的な加工 

3. 化学的な加工 

4. 力学的な加工 

5. 三次元造形技術 

a： 特殊加工の加工原理や従来の

機械加工との違いと加工例を把

握し、適切に活用できるように理

解する。 

b： 特殊加工について理解し、説明

することができる。  

c： 特殊加工に関心を持ち，意欲的

に学習に取り組もうとしている 

 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

授業課題 

提出ノート 

授業課題 

授業観察 
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第
９
章
表
面
処
理 

1. めっき 

2. 化成処理と陽極酸化処理 

3. いろいろな皮膜処理 

4. 鋼の表面硬化 

a： 表面処理の方法，原理，特徴，

および留意事項を把握し，これ

らの処理を適切に活用できるよ

うに理解している。 

b： 表面処理のそれぞれの特徴を

まとめ，わかりやすく説明するこ

とができる。 

c： 表面処理の特徴を，理解しようと

しており、各種の表面処理の目

的や原理に関心を持ち，意欲的

に学習に取り組もうとしている。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

授業課題 

提出ノート 

授業課題 

授業観察 

三
学
期 

第
１０
章
生
産
計
画
・管
理
と
生
産
の
効
率
化 

1. 生産計画と管理 

2. 生産を支える管理システム 

3. 品質管理と検査 

4. 安全と環境管理 

5. 生産の効率化 

a： 生産の管理について管理の手

法を踏まえて理解するとともに，

関連する技術を身に付ける。 

b： 生産管理及び情報技術を活用

したシステム化に着目して，工業

生産における管理に関する課題

を見いだすとともに解決策を考

え，科学的な根拠に基づき結果

を検証し改善することができる。 

c： 生産の管理について自ら学び，

生産を効果的に管理する手法

の活用に主体的かつ協働的に

取り組むことができる。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

授業課題 

提出ノート 

授業課題 

授業観察 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


